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-よ沼市役康(酌1凹-剛山~ ・柚提君臨(鵬'"羽) ・市政瞬間(阪知1刊 I 

ごつごっ Lた岩肌とぴょうよのような院しい益 。周囲の山々と
~ ~ ~ん

は異なリ、男性的な#囲気をもっ独鈷山は、昔力、勺惜押の山とされ

てきた。この独鈷山の山もど、うっそうと Lた森の中に 『塩野神社』

がある。

杉並木町参道を通リ抜けると、太院のようにきれいな鈎韓を持ち、

屋根が付、、た捕がある。案内板には神橋とあるが、地元の人たちは、
ーらん命ん

太鼓橋どか欄干構ど呼んでいるそヲだ。

橋の下を流れる清流は塩野川と呼ばれる。社告によると塩野神社

は、この埴野川の水罪である独鈷山の選手誌に祭ったのが始まリと

されるどいう。
えん~. l-' 

平安時代の害物 「日本三代吏揖』や 『延息式」にもそのj¥があ'1、

武田信玄や奥田畠幸 信之めも惜仰を寄せたとk寸塩野神社。一歩

境内に入ると、長い歴史を物語るかのような威厳が感じ 4つれる。

この時期は人在も少ないが、元日の午前 8時かJ?!j:初もすでを受

け付け、毎年近在円多くの人たちが訪れると L寸。

被揖に関する写真話題をu 市内にある慢とその属辺に関する古い写真、 ユニークなエピソードや伝鋭のある幡がありましたら 格・標広組担当までお寄せください。

く再生紙を使用しています〉



富

②
引
回
誕
非
流
宝
(k)
③
晶
京
空
旅
宝
(
下
)

修

宝

⑨
地
域
交
流
宝

⑨
鹿
間
物
は
完
而

⑦
ふ
れ
あ
い
広
場

r 

室
賀
地
区
白
日
帰
り
温
品
施
設
は
、

平
成
9
年
春
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

宣
賀
地
舗
に
初
出
し
て
い
る
温
良

を
利
用
し
、
総
同
積
約

2
0
0
0
d、

木
造
平
屋
建
て
で
、
政
村
原
風
景
を

再
現
し
た
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
を
持

ち
、
室
賀
川
白
豊
か
な
自
然
と
調
和

し
た
荘
厳
な
イ
メ
ー
ジ
で
、
現
在
建

設
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
次
由

3
つ
の
施
設

に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

-

『
量
韓
車
車
体
験
実
習
館
』

温
品
交
流
醐
(
内
凪
呂
、
露
天
風

呂
、
サ
ウ
ナ
)
、
地
域
主
流
棟
〔
各

種
イ
ベ
ン
ト
や
都
市
部
と
の
吏
流
を

行
う
広
間
)
、
研
修
練
(
研
睦
な
ど

を
行
う
畳
監
さ
の
個
室
)
白

3
つ
の

機
能
を
備
え
た
施
肢
で
す
。

-

『地
崎
童
相
供
給
施
股
』

地
元
自
立
材
を
供
給
す
る
レ
ス
ト

ラ
ン
と
、
股
産
物
直
売
所
申

2
つ
の

機
能
を
備
一
え
て
い
ま
す
。

-

『ふ
れ
あ
い
広
舗
』

敷
地
の
空
間
約
7
0
0
0
dを
利

用
し
た
広
場
の
中
に
屋
外
休
憩
所
を

叫
叫
叶
リ
+
志
十
九

こ
れ
ら
申
施
設
は
、
利
用
者
の
リ

フ
レ
ッ
ン
ユ
の
場
、
都
市
民
村
宜
流

由
場
、
健
康
づ
く
り
白
拠
点
施
設
と

し
て
、
事
く
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ

-
応
暮
方
法

専
用
の
応
募
用
紙
か
、
郵
慣
は
が

き
に
よ
り
応
募
し
て
く
だ
さ
い
@

•• 
.
 応
事
期
限

平
成
9
年
1
月
時
日
嗣
ま
で

(
当
日
消
印
有
効
)
。

•• 
※
応
募
用
紙
・
応
募
箱
は
、
立
の
場

所
に
位
置
し
ま
す
。

マ
市
役
所
本
庁
舎
1
階
『
聖
付
』
前

マ
島
村
整
備
際
(
志
庁
舎
2
階
)

マ
害
支
所
(
塩
田

・
川
西

・
畳
殴
)

申窓
口

av

・

-
入
選
さ
れ
た
か
た
に
は
記
念
品
を
、

ま
た
、
応
軍
者
の
申
か
ら
抽
選
で
叩

t 

る
施
設
に
な
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

•• そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、

こ
の
施
股
に
ふ
さ
わ
し
い
『
聖
称
』

を
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、

奮
っ

て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

人
の
か
た
に
粗
品
を
お
贈
リ
し
ま
す
。

尭
賓
は
、
決
ま
り
し
だ
い
『
広
報
う

え
だ
』
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ

農
村
整
備
課

8

1
4
8
1
・
1
4
8
2
)

〒386 

上上
回凹

持zl 市白大
盤所 11下
備の
諜 16

①
施
設
の
愛
称

②
理
由

③
住
所

⑤
年
齢

⑦
輸
業

④
氏
名

⑥
性
別

⑧
沿
話
番
号

行
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|.t E 統目
現
在
、
上
田
駅

『
温
泉
口
』
周
辺

¥

で
は
、
駅
前
交
通
広
場
や
都
市
計
画
J

道
路
の
整
備
、
ま
た
、
上
回
交
通
別
汁

所
線
の
高
架
化
な
ど
の
大
型
工
事
が

急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

(下
図
書
照
)。

今
後
、
こ
れ
ら
の
工
事
の
施
工
に

L
 

伴
い
、
や
む
を
一え
ず
通
行
制
限
や
通
j

行
止
な
ど
の
方
法
を
と
る
な
ど
、
た

~

い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

-

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
、

特
に
、
都
市
計
凶
道
路

『南
天
神

町
常
回
線
』
(
国
道

1
4
3
号
か
ら

上
回
駅
温
泉
口
に
向
か
う
道
路
)
は
、

工
事
に
伴
う
渋
滞
が
予
恕
さ
れ
ま
す

の
で
、
同
提
防
迫
路
な
ど
、
周
辺
幹
線

道
路
へ
の
迂
回
を
お
願
い
し
ま
す
。

.
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
(
困

1
5
2
4
)
 

ー 干幽川

k 

消防力の充実強化と，肖防事務の効率化を図るため、 12月 1日から、上田中

央消防署東北分署と上回南部消防署川西分署を、それそ'れ，肖防署に昇格しま

Lた。特に上回東北，肖防署については、地域の災害およびよ官越自動車道の

救急事敢や火災に対応するための強化を図りま Lた。(下裏書照)

.市内各消防署の菅轄匡域

よ田中央消防署 田市内、秋和、塩尻、織下、神川の部 (大字国分)地区

上回南部消防署 塩田、別所温泉、川辺・ 泉困地区

上回東北消防署 神科、畳師、神川の一部 (大字大屋・岩下・ 葺久惇)池区

川西消防 署 川西地区、 青木村

嗣::1:調謝~l~J'tj，卓

mm函圏

カt

それぞれ

※民害時の出動匡埠とは異なります。

次の消防事務は、それぞれの管轄区域の消防署で行います。

・建築同意事務( 般住宅) ①救急出動証明 ②消火栓世

用届 ③道路工事届 @水道断滅ホ届 ⑤少量危険物届出

⑤，肖火栓及び防火水槽新設改修及び維持管理等に関する事項

など

.問い合わせ よ田中央消防署(n!OOll0 1 1 9)、上回南部

消防署(園田画o1 1 9)、上回東北消防署(匪胸o1 1 9)、

川西消防署(匝岡田o1 1 9) 

に昇格しました

16 

川西消防署 (旧川西分署)

【3J 広務ラX.!:!8.12. 



lL引レ|
市役所 直庖m.

回廊ml]-

・・・・・・・・・・・副

情報

固園固図
園困園田

窃

年
末
年
始
の
ご

収
集
・
受
け
入
れ

圃市役所 (量殿・塩田・川西支所)

12月28日I:I:Jから塑年 1月 5日(剛まで、 ilii生ffrの
業萌は体みになります。なお、 戸鯖の問けlli(出

生・死亡など)Ii.、市世所宿直宝 (本庁舎西側入

り口)で倣います。 また、体重JUIIUJ中町市民謀白

日曜謹口(l2)'J29日・ 1月 5日)は11l、ません。

・水道修理

水道官の凍結など由水道事故は、市役所前自主

(園協4100)へ、ご連絡ください。

・各施股の年末隼始町体業日
t 施 E生名 1 

各公民館 ・市民会館 1112月四日出-1月5日間
文化セ y ターl

図 ・ 館112月29日岡-1月6日棚
(紛問中の返却は I (12/28は午前9時から
返却ポストヘ) 午後S時まで踊8)

市民の森スケート渇112月318刷-1月1日嗣

M(111) 112月31日出午後-1月2日間
大星斎場 l 

(ペット火欝)112月29日同-1月3日幽

よ図創造館・点字図書館 1

傷物館 山本馴 R念館

情漫圏分考資料館 ・観光会館112月298醐-1月3日幽
塩図の館 ・勤労青少年ホーム
鋤〈婦人の家サンワーク上国
勤時婚者福Itセンタ ・循It会館

高齢者福祉センタ ー112月288出......1}'13日出
( 般利用)

児.館・児宜センター

産腕(1ハ'"照~当番匡)

市
営
住
宅
の
補
充
入

居
者
を
募
集
し
ま
す

••• 
希
望
者
は
辿
築
指

4
Aへ
ど
う
ぞ
。

マ
募
集
団
地

市
営
住
宅
金
般

(
一
部
団
地
を
除
く
)

V
畳
付
期

間

ロ

月
お
打
倒
1

4
T
成

9
年

l
月

叩
口
幽

マ
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ

辿
築
指
導
課
(
市
'
単
附
本
庁
舎

4
隣
・
因
1
5
4
8
)

r 

目• 休J
日丹
羽
川
市
r

危
険
物
取
扱
者
試
験

受
験
者
は
ど
う
ぞ
/

••• 
マ
と
さ

・
と
こ
ろ

①
予
成

9
年

2
H
H
H出
u松
本
市
②
干
成
9
年

2
月
団
円
削
H
長
野
市

マ
血
申
し
込

み
ロ
月
日
日
開

1
同
幻

u幽
マ

願
書
購
求
・
問
い
合
わ
せ

消
防
本

部

(問

8
0
0
2
9
)、
上
小
地
点

引
務
所
総
指
諜
(
圃
@
1
2
6
0
)

12月29日伺 -1月6日明}

12月29日伺 -1月5日佃)

12月28日出-31日出
(1ハ ~31;t:午後4_30分まで宮集)

12月28日出-1月3回世

アプラザ上回

メディアランド UEDA

アク

年
末
交
通
安
全
運
動

事
故
に
注
意
し
よ
う

••• 
ロ
H
M口
か
ら
年
末
の
先
週
安
全

辿
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

マ
運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン

『
交
通
安
全

作あ
江
た
が
主
役
M

』
『
附
く
て
も

あ
な
た
が
分
か
る
反
射
材
』

毎
年
四
月
は
交
通
事
故
が
多
い
月

で
す
。
交
通
事
故
に
あ
わ
な

い
た
め

に
、
例
え
ば
、
他
者
か
・
り
発
比
さ
れ

や
す
く
す
る
た
め
に
、
外
出
時
に
は

反
射
材
を
身
に
付
け
た
り
、
円
動
車

の
ラ
イ
ト
を
早
め
に
占

灯
さ
せ
る
な

ど
、
自
分
自
身
で
交
通
事
故
か
ら
身

を
司
る
よ
?
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

マ
問
い
合
わ
せ

交
通
対
策
課

(困

1
5
6
1
・
1
5
6
2
)

， 、

スホール

.銀子パソコン敏室

pとき 1月11日出午前9時30分~

午後3時30分 bところ パソコン室

c>内容『パソコyで絵手紙を書こう』

c>対象上小地織在住の小・中学生

の根子 (20人先矯順c>受111料

500内 c>申し込み 1月 5目冊午前

9鰐より電話でどうぞ

るのJ c>とき 1114日出~同8日

掛午後 t時30分-.3時-(1月5日

は午前11時~・午寄金 1時3師寺~・3時

-) c>ところ プラネタ リウム室

c>入場料小 ・中学生1曲内、高俊生

以上の学生200向、 般250円

・凧厩

bとき 1月4日出-15日嗣午前9

略~午後5略c>ところ ヱントラン

.綾子映画会

bとき 1月4日出・ 5目岡{第 1

回午前10時~第2固午後2時20

分-) c>ところ復聴覚宣c>作品

『鬼の角Jr幸福の王子J(よ映時間

33分) c>定員各国50人(先婚噸)

c>入場料無料

.プラネタリウムの役膨

c>内容 『冬の星空と宇宙人ってい

[4] 16 12. I1iI6ラj{!;!8.



ネ目の月t 
よ
周
空
軍
理
で
は
、
ロ
月
幻
自
の
課
後
か
ら

元
且
に
か
け
て
、
次
の
と
お
り
別
所
線
の
臨

時
電
車
の
運
行
を
行
い
ま
す
.
と
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

油
流
出
事
故
防
止
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
/

••• 
神
川
の
油
汚
染
を
防
止
す
る
た
め

に
、
神
川
水
系
水
質
汚
染
防
止
対
策

辿
絡
院
議
会
(
事
務
局
目
上
岡
市
水

道
局
)
で
は
、
日
月
日
目
、
代
羊
の

旅
館
な
ど
に
、
油
疏
出
事
故
の
防
止

を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

町
山
を
使
う
時
期
に
な
り
ま
し
た

白
で
、
灯
油
白
取
り
般
い
に
は
注
意

し
、
泊
流
出
事
故
白
防
止
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
ぜ
水
道
局
業
務
説

(困
1
8
5
2
)

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻

年
金
『特
例
届
出
』
を

••• 
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
し
て
い
る

人
の
被
扶
聾
配
偶
者
(
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
妥
)
は
、
自
分
で
保
険
料
を
納

付
し
な
く
て
も
年
金
が
受
け
ら
れ
る

し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し

索
以
咲
縦
附
劇
部
叫
船
川
船
同
州

必
要
に
な
り
ま
す
。

も
し
こ
の
届
け
出
を
忘
れ
て
い
る

と
、
さ
か
の
ぼ
っ
て

2
年
間
し
か
保

険
料
納
付
期
間
に
算
入
さ
れ
な
い
た

め
、
将
来
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

相監名 臼 時 会場など

法 律 相 談

(予約制) 生活環境聾

(本庁舎?階)

土 地建物相骸

人権 ・悩みごと相酷

陵地問題相酷

円 政 相 政 よ田西武

心 E ごと相敏

福位 よろず相続

社会福祉協職会

(ft@8  0 8 0) 

児 童 相

上(ft田@商4工5会0議0所) 

母 子 相

高齢者職業相談

ロ
月
初
日
制

・
1
月
5
目的
聞
は
お
休
み
で
す
。

し
か
し
、
平
成
9
年

3
月
ま
で
に

第

3
号
被
保
険
者
の

『特
例
届
出
』

を
し
ま
す
と
、
昭
和
創
年
4
月
ま
で

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
届

け
出
を
忘
れ
て
い
る
人
、
心
配
な
人

は
、
す
ぐ
に
国
保
年
金
課
ま
で
お
問

い
A
U
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は

『
し
な
由
国
民
年
金
ロ

月
号
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
諜
(困

1
3
6
6
)
 

中
小
金
業
退
職
金
共

済
掛
金
補
助
金
申
請

••• 
中
小
企
業
迫
峨
金
共
済
制
度
は
、

国
の
援
助
を
受
け
、
退
職
し
た
従
業

員
へ
退
職
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
加

上
小
地
域
に
事
ら
し
て
い
る
、

い
ろ
い
ろ
な
園
町
人
た
ち
に
、
日

本
語
の
レ
ッ
ス
ン
を
行
う
と
と
も

に
、
日
本
文
化
を
は
じ
め
異
文
化

へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
機
会

を
提
供
し
ま
す
。

-
と
量

1
月
叩
白
川
聞
か
ら
、
毎
週
日
曜

日
午
後
2
時
1
4
時

・
水
曜
日

午
後
7
時
1
9
時

入
し
て
い
る
事
業
主
に
は
、
市
で
も

新
規
加
入
者
の
掛
金
の

一
部
を
補
助

し
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
場
合
は
、
次

に
よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
対
象
者

平
成
5
年

2
月
以
降

新
規
加
入
し
た
従
業
員
の
掛
金
を
、

同
B
年
l
月
か
ら
ロ
月
ま
で
納
付
し

た
事
業
主

マ
申
請
期
間

平
成
9

年
1
月
7
口
同
か
ら
向
日
年
l
月
初

日
凶

マ
申
請
先

商
工
諜
(困
1

4
0
6
)
 

-
長
野
県
内
の
改
正
最
盛
賃
金
は

各
事
業
所
で
働
く
全
て
由
労
働
者

に
適
用
さ
れ
る

『J長
野
県
最
低
賃
金
』

が
凶
月
l
口
か
ら
改
正
さ
れ
、
日
胤
低

賃
金
は
、
口
額
4
8
4
3円
、
時
間

額
6
0
7
円
に
な
り
ま
し
た
。

マ
問
い
合
わ
せ

上
岡
労
働
基
準
監

督
署
(
回
@
0
3
3
8
)

-
と
こ
吾

城
南
公
民
館
(
中
之
条
4
5
2〉

・
申
込
期
限

ロ
月
沼
田
岡

・
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

『〒
3
8
6

よ
田
市
材
木
町

1
1
2
1
6

上
小
地
方
事
務

所
総
務
課
デ
ィ
ビ
ッ
ド
ネ

ピ
ン
ズ
』
(
圃
③
7
1
1
3
・

同
諸制

7
1
1
5
)

日
本
語
を
学
ぼ
う
ノ
・

友
達
を
つ
く
ろ
う
〆

国
際
交
流
に
参
加
し
よ
う
〆

上田市の交通事故発生状況 件数削件(+90/死割(+3)/負傷者 873(刊制
(11月末現在 ( )内は昨年比〉16 12. 広喜Fラ左足~8.【5]



6'億 3.931万円 (53.5何〉

464i! 3.065万円

179旬1:4，136万円

202万円 ('0.9%)

121億 4.589万円 (19..%)

38.6% 執行車

76tt 

o 
費

費

費

木

生

育

土

民

教

'9億 8，036万円 (157%)揖林水産業費

市
で
は
、
皆
さ
ん
に
財
政
状
況
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
上
半
期
と
下
半

期
の
2
圏
、
定
期
的
に
内
容
を
お
知
ら
ぜ
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
8
年
度
上
半

期
の
会
計
別
収
支
状
況
、
地
方
債
現
在
高
、

一
時
惜
入
金
、
市
有
財
産
の
状
況
に
つ
い

て
で
す
。
(平
成
8
年
8
月
四
日
現
在
。
万
阿
朱
調
は
四
捨

E
入
し
て
あ
り
ま
す
)。

"億 6，543万円 ('6.2%)

391意 2，359万円 ('9.7何〉

商

費f費公

務

工 '"万円 03..%)291!警

費

費

組

/
叫

p
a
h円
ほ

w:
・

予
算
現
額
に
対
す
る
収
入

率
と
執
行
事
の
グ
ラ
フ

衛生費 23億 8，367万円 ('86何〉

ぞの他 国健 8，29'万円 (57.6%)

九民生費 .給水産家費じ土木賞及び教育費には 前年.11
越 明書写費縁鍵舗を含む

予算現輔 464憧 3，065万円

眠入済額 1531章 3，189万円

司
収入事 33.0% 

市 税 17J{章 8，388万円 (50.0%)

司作 慣 105憶 8，970万円 (3.5%) 

地方交付税 47億 5，214方円 (67.7%)

圏嘩支出金 33憧 4，2日2万円 05.8%)

鎗収入 "温 4，223万 円 (4.1%) 

県支出盆 24埠 4，732万円 (8.8%) 

その他 叩{l7，336万円 (43.4%)

国嘩支出金県支出金、路収入 市債及びその他には
前年度鰻越明鈴費鍋鑓額を含む

| 会計 名 予算醐 収入相 支出凋

E盟理誼司
7.145万円3.169万円5億9，375万円土地取得事業

お6IO:1.284万円
201依1.311万円

567{i2.595万円

般会計

特別会計

(合針〉
jfP!6，l45Ti円1億3，020万円2&5，641万円

塩図有線歓送
電話事業

22健 759.万円

1.757万円

2l依4β23万円

4.929万円

8日万円

4，751万円

61億国民健康保険事策

交通災奮共済事業m'l!lIllf 

4.25f万円3，218万円9，214万円
福従事業

セノタ 事業
67li4，528方円

1低1.279万円
2ω万 鈎4，，{
30方 423nl

2.183万1Jfflrrl 

37m2ω7万円36信3.573万円B7ft4，96.i万円老人保健事 業 ••• 
4tt.9.630万円2依2.836万円32!t.9初5万円農業集落排水事業

H定5.650万円ω万円I鎗2舘9.484万円同和地忽住宅新襲
賓金 等 貸付事 業

22万6，468rd
6万3.958111'

績 立金

有価笹券

土地

建物

山締

住宅

〈敷地)

(建物)
21億9.566万円11億4.547.万内7SflS節3万円公尖下水 道 事業

-i1HllAic 8tl4.962万円

99健2，477万円

o 

75低9，ω1万円

13tr.9，5団万円

2&1億9，425万円

業事

2十

喝車

合

E主
38億円

疑"".落1鼻水率貨と公尖下水道事集には、前写度繰溢明野費縁組額をse'

必gJ，企業ftlflZ・..

広4冒ラJ芝居間. [ 61 

;!E収益的収支

事業の経常的な桂宮活動の

収入支出を示す色の。

※資本的収支

将来の経宮活動に備えて行

う由設改良、現在の軽宮活動

に用いられている施設にかか

る企業債償還金などの収入支

出を示すもの。

16 12， 

1.100万円

110:万円

円
一円

万
一方:
 

ω
一
例;
 

億

館

別

一
6

内

円
万

万

叩

巾
6
 

(予3事現繍)

〈支出横領〉

支出

。
。

収入

(予算現額〉

(収入涜額)

111健
3水道事業

企業名

産院事業

資
本
的
収
支

限入 支と包

企業名 〈予算現額) (予算現額}

収自支

(収入部額) (支出前額〕

2憧 9.155万円 2憤且155万円
産院事業

1 /1 5.582万円 1 tt 3，7凶万円

水道事業
19也 6，930万円 19櫨 8，774万円

9憶 9.731万円 8儲 5，3π万円



-情報テーブル・

あなたの水道にも防寒を
水道が濃結する季節になりました。水道の濠桔は、寛i畠がマイナス 4度

以下になると起こ ります。主のような濠桔防止をして、冬の寒さから水道

管を守りましょう。
置制で確実草口座揮苗のご利用在

取
り
壊
し
家
屋
の
届

出
は
お
済
み
で
す
か

••• 
家
臨

(住
宅

・
庖
鋪

・
事
萌
所

・

倉
庫

・
車
庫

・
物
置
な
ど
)
由

一
部

ま
た
は
全
部
を
取
り
壊
し
た
ま
ま
、

未
届
け
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
平
成
8
年
ロ
月
羽
田

ω

ま
で
に
取
り
抽
出
さ
れ
た
草
屈
は
、
平

成
9
年
度
か
ら
固
定
貰
産
視
が
課
税

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
今
年
中
に

『
取

-北側にあるもの

・風当たりの強いところにあるもの

・水道官が露出しているもの

・屋外にあるもの

.凍って水が出ないとき
まず、蛇口、立上がり、メータ の剛にタオルか布を

かけ、その上からお描をかけて解かしてくださも、
り
紬
唱
し
届
出
書
』
を
祖
務
課
ま
た
は

各
支
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

『取
り
境
し
届
出
書
』
は
、
税
務
課

お
よ
び
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

な
お
、
平
成
9
年

i
月
l
固
ま
で

に
新
築
ま
た
は
噌
築
さ
れ
た
軍
属
は
、

平
成
9
年
度
か
ら
固
定
資
産
説
が
課

税
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
家
屋
の
評

植
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

税
務
蝶

(困

1
2

9
6
・1
2
9
7
)

お
お
ぜ
い
の
受
講
を

犬
の
し
つ
け
方
教
室

••• 
マ
と
き

毎
月
第

3
1曜
日
午
桂

l
時
却
分
1
3時
初
分

[晶
子
科
講
習

l
丹
、
実
技
講
習

2
月
1
6月
]

マ
と
こ
ろ

学
科
講
習
上
回
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
2
階
会
議
室
、
実

伎
醜
習
・
上
回
合
同
庁
骨
駐
車
場

マ
書
加
費

4
0
0
0円

〔動
物
聖

護
金
入
金
金
吉
む
)

マ
由
申
し
込
み

聞水道の凍結を防ぐには
木事後lま毎日忘れず完

全に閉めましaう

電製管のコンセント

を忘れずに

電熱帯修が震か〈な

っているか桜前に厳

怨しておきましょう。

メ タボックス向も保温を

lまろ布、提抱スチロールはど

を入れたピニル韮 3-4蛙

を、メタを囲むよう

て、保唱してくださも、

書
加
費
持
寄
の
う
ぇ
、
上
田
保
健

所
内
動
物
愛
護
金
上
小
支
部
事
務
局

倫
窃
7
1
5
3
)
へ
ど
う
ぞ
。

-
犬
を
飼
う
と
き
の
注
意
事
項

①
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

②
フ
ノ
の
桂
始
末
は
忘
れ
ず
に
。

③
犬

・
猫
に
関
す
る
苦
情
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
所
迷
惑
に
な

ら
な
い
よ
う
に
責
任
を
も
っ
て
飼
い

事
?
レ
ょ
-
っ
。

マ
問
い
合
わ
せ

1
3
8
9
)
 

生
活
環
境
線

〈困

立上がり下の不凍桧かメ タポック

で水を止めてくださL、。止まらないときは、

に布かテープを巻き応急処置をして、

工事庖へ修理のflif買をしてくださL、。

※宅地内の修理置は、個人負担になります。 メーターの破損も

問機ですのでご注量在。

立よがり曹に保i且栃を

立上がり官や蛇口の部分に保祖材や凍結防止

"I~を巷きつけて水道官を外気から守ってくださ L 、。

.破裂して水が出たら

-・圃且血同副園田耳障溢量.w孟IIW正IIW正直IW孟圃・・

I1iI6ラ:AJi!8.12. 16 [7】



皇記

長
毎と
型12
今 月

竜占
白号

よぺ
!!ll 
保ジ

恥
で月
行 1
つ日
ては
い世
.界
すエ
」 イ

とズ
あデ

ま」

すの
が配
、司F

fi 
木E県
曜り
自治て
」 あ

のり

Tt 
でた
す '

エ
イ
ズ
の

1>対象者 1期初回 ①平成 7年 1月 1日から同6

月30日までに生まれたお子さん ②平成6年10月以前

に生まれて未接種のお子さん (ただし 7歳半未満。 8

-10月の個別接種対量者で未接種白お子さんは、 1月

-3月の畑別接種で受けられます) 期追加 ①平

成5年 l月から同 8月までに生まれて、初回を接種し

てあるお子さん ② l期初田町 3回 (または 2回)接

種のままで、追加が完了していないお子さん (ただし

7歳半未満) 1>接種方法 ① l期初回 3-8週間

の間!隔で3回俵極 ② l期追加 初回の 3岡田接種佳

約 l年-1年半に I回接種 1>畳付時間午後 i時30

分から 2時20分まで b持ち物 母子健康手帳 1>注

意家項 ①平成 7年 3月以前に生まれたお子さんは、

予診察が変わりましたので、当日会場で記入していた

だきます。それ以外のお子さんは、事ちゃん手帳白中

の予器認をご使用ください。 ②体温も会場で測定L

てくださ L、。 ③治療中の病気や経過をみていること

がある場合には、主治医に前らって相談し、意見暫ま

たは診断容をもらってください (当日接種医が事考に

して接種の可否を決めるので、接種できない場合もあ

ります). @j*他ごよみに予防接種に関する詳しい

説明が載っています。よく読んでからお出かけくださ

い(会舗にも用意してあります)。

・三種湿合予防接種目程表

.三種混合予防接種(困1626)

1 、、
い，号..り.f弄藤豊里ちゃん

"か月下郷)

『名前を呼ふと右手を
上げたり fじよう ず じよ

うす』をしたり、ったい
2惨さができるようになっ
た裁が予のことを、 実家
の@を含め~核と共に

&-憂している毎日ですJ

と @の美佳さん。

-国立東信病院看護職員募集

新病続開院のため看護職員を募集しています。詳細

については、看護部までお問い合わせくださ L、。

じ〉応募責措 次の条件を満たしているかた。①保健

嗣 ・助産婦・者護婦 (看謹士)[平成9年3月卒業見込

者も可] ②市内田病院 ・医院に勤務していないかた

③三交替勤務が可能なかた ④30歳までのかた b 

採用時期 平成9年4月1日 b申込期限 12月27日制

b申し込み・聞い合わせ 国立東千百病院看護婦部

cr〒386上聞市緑が丘 1-27 -2Jj、匝ゆ 1890・回203)

保健 診 tt
会場 咽目 2国自 3回目 対車地区

よ田市文化
京都

センター
1/22 2/19 3/19 北部(上川軍柳町 ‘下川原楠町 ‘眠

(3階大会崎重)
倒初 。" 附 ，古町 ・よ掛，古町}

神科(染.)

川西社会福祉 1/22 2/19 3/19 
川西

センター 岡崎 附 蜘
川辺 (聾地 ・東接地)

泉 田{吉田 ・掴園}

川辺町会館
1/24 2/21 3/21 川辺{草地 ・頁葺地を掠く"回世E
幽 働 値目 県固{半過)

西部公民館
1/24 2/21 3/21 西鶴

回脳 組制 働 塩尻 {融和・上場尻・τ壇民)

塩田母子憧庫 1/28 2/25 3/25 
塩 図

センター 出 ω 刷

神)11地 区公民館
1128 2/25 3125 

神川
b的 U附 出

神科(伊曽山 ‘富士見台 ・掴山 ー佳

吉b'丘 ，野竹 a 神科斬畢 ・西野竹 ・

上野が丘公民館
1/29 2/26 ν26 笹井・'"聞i
蜘 削 附 量殿(罪 ・大白木 ..入 ・小井田 ，

宮之上ー中吉田町宮田 ・下曹困 ー

桜台 ・ひかり〉

甫舗

保健センター 1/29 2/26 3/26 中央
蜘 味j 附 北部 {頼回 '山口・上紺贋町 ・よ珊

山 ・下房山 .R宕町1

塙商公民館
)/30 2/27 3/27 

縫下
附 附 。制

神科{岩門 ー蛇沢 ・金井 ー畳島・大

よ野が丘公民館
1/30 2/27 3/27 久揖・金剛寺〕

開 り伺 劇 量殿(排之蝿 e 下劃 ・岩:膏*.長R.

揮甑 ・蓮戸)

健康推進課

{困1625)

b畳付時間 いずれも午後 l時-2時 1>持ち物

母子健康手帳、パスタオル C4・10カ=月児)、歯ブラ

シ(1歳6か月児). 1歳6か月児は、赤ちゃん手帳

の中にある健康診査票に記入してお持ちくださし、。 3

歳児は健康診査裂と視聴覚検査のアンケートをお送り

しますので、ご記入のうえお持ちくださ L、。また、原

検査の容器もお持ちください。

.保健センタ (市役所南岸舎2措)

健康診査 | 実施日 | 生年月日

l月14日 I8. 8. 16-8. 31 

1月28日 I8. 9. 1 -9. 15 

1月9日 I8. 2. 16-2. 29 

1月23日 I8. 3. 1 -3. 15 

1月8日 I7. 6. 16-6. 30 

1月22日 I7. 7. 1 -7. 15 
1月初日 I 5. 12. 1 -12. 15 

1月初日 I 5. 12. 16-12_ 31 

E塩田母子健車センター (塩田地区)

4か月 I _ ~^^ _ I 8 ι I 1月29日 ト V. 守二
10か月 I -_.--- I 8. 2. 

1歳 6か月 I 1月31日 I 7. 5 

1月21日

日
一日
一日

日
一日
↑日

山
一山
一山

16-9 
16-3 
16-7 

U!I西地区)
一下1十一8

8. 2 
7. 6 

.1月の乳幼児健康診査

3歳

l歳 6か月

4か月

10か月
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